




研究目的 

胎児から新生児にいたる生理機能を縦断的にみるとき,出生の時点ではじめてその機能が

開始しはじめる生理現象は,極めてすくない。しいて挙げれば,呼吸運動ぐらいのものであ

る。しかしこの呼吸といえど・子宮内で羊水中において,すでに呼吸様運動が生理的に存在

していることは,よく知られている。消化,吸収,泌尿排尿をはじめ,睡眠,吸畷はもとより,

指しゃぶりまで,あらゆる生理現象は胎児の時代から始まっている。したがって出生は不連

続な revolutiona1 な出来事ではなく,生命の流れの中での連続的なエピソードとして,理

解されるようになった。 

感覚知覚なども,一般の生理現象と同様で,その機能の発現は,出生にはじまるものではな

く,胎児期からすでに始まっていると考えられる。 

なかでも聴覚に関しては,胎児は音刺戟に反応することがよく知られている。とくに胎児心

拍の音刺戟による直接反応は,産科領域においても,胎児の状態診断に利用されようとして

おり,拍子あるいはベル音に対する胎児心拍の variability は,臨床的診断法として,とり

入れられるまでになってきた。又未熟児たとえば在胎 30 週程度の未熟児でも,保育器内で

音刺戟に対して,敏感に反応することも,既知の実事である。このほか胎児時代に胎内で聞

いていた音楽に対して,生後特別な態度を示したという経験は,母親の証言として,伝えら

れている。 

さらに行動学的な知見として,興味深い事実が知られている。すなわち鳥類の醇化前後にお

ける,親鳥と雛鳥との音声交信と,その imprintingに関連する行動学的意義である。特に孵

化前の時期において,卵殻を通して行われる親と雛との交信は,母子相互作用に関心のある

我々小児科医にとって,極めて示唆に富む現象であるが,哺乳動物においても,.同様な現象

があるのか否かについては,全くわかっていない。 

外部からの音響が子宮内に伝達されるかどうかはさておき,子宮内での音響環境について

は,室岡らの研究がすでによく知られており,子宮内の音響,.すなわち子宮動脈音などのレ

コードも発売されている。 

この子宮内の音響環境で問題となるのは,このような母体内で発生する endogeneous な音



響ばかりでなく,母体外から胎内に伝達される exogeheous な音響も,母子相互作用に関連

して,大いに問題となると思われる。そこで「exogeneous な音響も胎内に伝達されるかど

うか」を検討する必要がおこってきた。すでに述べたように,胎児心拍は拍手やベルで直ち

に変動することが知られており,exogenous な音響は胎内に伝達されており,刺戟として知

覚されていることは充分考えられる。しかし音響は体外から体内に伝達されにくいのでは

ないか,と考えられる可能性もある。というのは気相から,液相あるいは固相に向って音が

投射されるときは,その境面で大部分が反射され,液相あるいは固相には,極めて入りにく

いとも解釈されるからである。音響が胎内に伝わるかどうかの積極的証拠を検索すること

は,音響を通じての母子相互作用を検討する上で,基本的な重要性をもっていることになる。 

本研究は音響を通じての母児結合を研究するための予備実験として,「音響は体内に伝達さ

れるか」どうかを検索するものである。 


